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是非ご参加下さい
毎年７月第一土曜日に開催
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ウェイトリフティング

団体優勝!!
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平
成
二
十
九
年
度
盛
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同
窓
会
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体
育
後
援
会
総
会

平成28年度　同窓会会計決算書

近
時
に
思
う
こ
と
―
生
産
性
革
命
―
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轟
け
大
空
に
！

　

繋
げ
未
来
へ
！

　
　

築
け
新
た
な
伝
統
を
！

 

（
盛
工
創
立
百
二
十
周
年
記
念
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　

い
よ
い
よ
来
年
度
は
、
我
が
母
校
、
盛
工
創
設

幾
星
霜
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
百
二
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

現
在
、
校
長
先
生
を
始
め
と
し
、
学
校
側
、
同

窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
着
々

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
も
同
窓
生
の
皆

さ
ん
に
は
各
科
、
各
地
区
に
お
け
る
同
窓
会
活
動

に
お
い
て
多
大
な
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
建
設
産
業
界
の
時
勢
は
、
何

と
言
っ
て
も
２
０
１
１
年
３
月
11
日
発
生
の

１
０
０
０
年
ス
パ
ン
で
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
・
復
興
が
最
終
段
階
に
あ
り
、
国
策
で
あ

り
ま
す
「
地
方
創
生
」
と
兼
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、

後
顧
の
憂
い
な
く
次
代
に
繋
が
れ
ば
、
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
世
紀
の
祭
典
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
１
０
０
０
日
を
残
す
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま

り
好
景
況
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
…
、
あ
る
識

者
はi-construction

（
国
の
生
産
性
向
上
方
策
）

の
も
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
駆
使
し
、

生
産
性
の
改
革
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
成

長
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。
私
も
同

感
で
す
が
…
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
い
ま
肝
要
な
こ

と
は
、
そ
の
根
幹
は
「
働
き
方
改
革
」
の
多
様
性

を
持
た
せ
た
積
極
的
な
推
進
と
、「
担
い
手
三
法
」

の
着
実
な
運
用
が
官
・
民
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け

れ
ば
地
方
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
は
、
と
思

わ
れ
ま
す
。

―

後
輩
を
良
好
な
職
場
環
境
で
迎
え
ま
し
ょ
う―

体
育
後
援
会
長

白
根　

敬
介

校　

長

阿
部　
　

徹

★同窓会費納入にご協力をお願いいたします★
　同封の振込用紙にて納入して下さい。

年間費 ― 3,000円（体育後援会費含む）

同
窓
会
事
業

（
同
窓
会
事
業
）

H
29

4
･
10

平
成
29
年
度
入
学
式 

（
2
8
3
名
） 

4
･
11

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
会
計
監
査

（
盛
工
百
年
館
） 

4
･
22

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
役
員
会

（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
） 

7
･
1

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
） 

11
･
14

科
・
事
務
局
長
会
議
（
盛
工
百
年
館
）

12
･
1

同
窓
会
報
67
号
発
行

H
30

2
･
27

同
窓
会
入
会
式
（
記
念
品
贈
呈
）
定
時
制

2
･
28

同
窓
会
入
会
式 

（
記
念
品
贈
呈
）
全
日
制

3
･
1

平
成
29
年
度
卒
業
式

（
体
育
後
援
会
事
業
）

H
29

4
･
22

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
役
員
会

（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
） 

4
･
27

第
１
回
体
育
後
援
会
費
強
化
費
配
分

（
５
月
連
休
合
宿
、
遠
征
ほ
か
） 

7
･
1

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
） 

7
･
18

全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
会
・
激
励
金
配
分

7
･
21

第
２
回
体
育
後
援
会
費
強
化
費
配
分

（
夏
休
み
合
宿
、 

遠
征
ほ
か
） 

9
･
15

国
体
出
場
激
励
金
、
全
国
大
会
激
励
金
配
分

12
･ 

全
国
大
会
激
励
金
配
分

H
30

1
･ 

国
体
出
場
激
励
金
配
分

（
科
･
支
部
活
動
）

H
29

4
･
13

紫
工
会
（
学
校
同
窓
職
員
）
総
会

（
山
里
）
16
名

7
･
28

寿
広
支
部
総
会
（
寿
広
園
）

8
･
11

桐
友
会
（
普
通
科
）
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
） 

8
･
19

桜
化
会
（
工
業
化
学
科
）
総
会

（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
） 

9
･
2

機
友
会
（
機
械
科
）
総
会
（
ホ
テ
ル
ル
イ
ズ
） 

9
･
9

Ｅ
友
会
（
電
気
科
）
総
会
（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
） 

9
･
24

東
京
支
部
総
会
（
ホ
テ
ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
） 

10
･
14

仙
台
支
部
総
会
（
青
葉
城
本
丸
会
館
）

11
･
17

花
巻
支
部
総
会 

11
･
18

擬
宝
珠
会
（
土
木
科
）
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
） 

H
30

2
･ 

盛
岡
市
役
所
支
部
総
会

3
･
2

二
日
会
（
建
築
科
）
総
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ
）

　

今
年
度
の
総
会
は
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）、

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
に
お
い
て
、

87
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
同
窓
会
長
よ
り
、
来
年
度
の
百
二
十
周

年
に
向
け
て
同
窓
会
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
三
者
が

協
力
し
て
周
年
行
事
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
お

話
が
あ
り
、
次
に
、
今
年
度
着
任
さ
れ
た
阿
部
徹

校
長
よ
り
、
百
二
十
周
年
を
機
に
歴
史
と
伝
統
を

引
き
継
ぎ
、
誇
り
を
も
っ
て
更
に
活
発
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、議
長
に
安
部
司
氏（
電
力
科
Ｓ
37
年
卒
）

を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
平
成
28
年
度
事
業
報

告
で
は
、
総
会
な
ら
び
に
同
窓
会
入
会
式
、
部
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
補
助
事
業
や
体
育
後
援

会
事
業
と
し
て
の
強
化
・
激
励
に
関
す
る
件
、
そ

し
て
各
科
・
支
部
活
動
を
報
告
し
、
決
算
と
合
わ

せ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）、
29
年
度
役
員

（
案
）
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
、
本
校
吹
奏
楽
部
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
校
歌
、
応
援
歌
、
応
援
団
節
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
参
加
し
た
方
々
か
ら
も
す
ば
ら
し

い
演
奏
だ
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
同
窓
会
長
の
挨
拶
後
、
春
・
秋
の

褒
章
・
叙
勲
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
堂
前
正
彦
氏

(

普
通
科
Ｓ
38
年
卒)

、
上
森
賢
治
氏(

工
業
化
学
科

Ｓ
39
年
卒)

、
久
保
田
良
秋
氏(

電
子
科
Ｓ
40
年
卒)

に
同
窓
会
よ
り
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
中
里
哲

夫
体
育
後
援
会
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
会
が
は

じ
ま
り
、
今
年
度
、
初
の
試
み
で
高
総
体
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
映
像
を
紹
介
し
、
総
会
に
出
席
し
た
各

部
顧
問
か
ら
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
い
た
だ
き
、

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
支
部

か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
支
部
長
の
山
崎
重
人

氏(

普
通
科
Ｓ
41
年
卒)

と
羽
行
常
光
氏(

機
械
科
Ｓ

38
年
卒)

、
今
回
最
年
長
の
小
櫻
忠
夫
氏(

土
木
科

Ｓ
18
年
卒)

か
ら
思
い
出
話
や
母
校
へ
の
熱
い
エ
ー

ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

懇
親
会
は
進
み
、
最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

高
ら
か
に
斉
唱
し
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
窓
会
事
務
局
で
は
来
年
度
創
立

百
二
十
周
年
に
向
け
て
、
各
科
の
事
務
局
長
会
議

を
開
催
し
、
若
い
世
代
の
同
窓
生
の
参
加
や
各
支

部
の
総
会
の
持
ち
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
所
で
す
。

同
窓
会
長

吉
田　

昭
夫

瑞
宝
単
光
章

消
防
功
労　

叙
勲

上
森　

賢
治
氏
（
工
業
化
学
科
昭
和
39
年
卒
）

栄えある受章
おめでとうございます

栄えある受章
おめでとうございます

　

盛
岡
工
業
高
校
の
体
育
後
援
会
長
に
就
任
を

し
、
早
い
も
の
で
一
年
余
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
第
七
十
一
回
国
民
体
育
大
会
「
希
望
郷

い
わ
て
国
体
」
が
、
広
げ
よ
う
感
動
。
伝
え
よ
う

感
謝
。
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
、

本
校
の
生
徒
・
卒
業
生
の
活
躍
に
よ
り
岩
手
県

は
、
東
京
都
に
次
ぐ
第
二
位
の
好
成
績
残
し
、
大

成
功
の
う
ち
に
閉
会
を
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
ま
し
た
選
手
・
役
員
の
活
躍
に
よ
る
岩
手
県
民

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ス
ポ
ー
ツ
の
も
つ
魅
力
に

感
動
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
年
後
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
釜
石
大
会
、
そ
し
て
２
０
２
０
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
今
後
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
来
る
も
の
と
大
い

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
校
の
生
徒
・
卒
業
生
か

ら
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
本
校
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

来
年
は
、
盛
岡
工
業
高
校
創
立
百
二
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
、
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
、
本
校
生
徒
の
活
躍
に
よ
り
盛
岡
工
業
高
校

の
名
声
が
全
国
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
一
層
の
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

吉
田
同
窓
会
長
様
を
は
じ
め
、
本
校
同
窓
会
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
の
生
徒
達
は
、
勉

学
や
部
活
、
資
格
取
得
や
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
思

う
存
分
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
偏
に
同
窓
会
の
皆
様
方
の
物
心
両
面
の
温
か
い
励

ま
し
の
お
蔭
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
校
の
副
校
長
と
し
て
以
前
に
も
皆
様
方

に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
者
で
、
こ
の
４
月
に

７
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
阿
部 

徹
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
校
は
今
年
、
創
立
百
二
十
年
目
を
迎
え

て
お
り
、
来
年
度
は
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
念

す
べ
き
節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
歴
史
と
伝
統
あ
る

本
校
に
着
任
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
光
栄

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
学
校
で
は
学
校
行
事
や
全
校
集
会
等
、
機

会
あ
る
毎
に
、
本
校
の
歴
史
の
重
み
や
伝
統
校
で
在

る
が
故
の
有
り
難
さ
等
を
生
徒
達
に
伝
え
、
常
に
意

識
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

盛
工
の
生
徒
達
が
百
二
十
年
の
歴
史
と
伝
統
を

し
っ
か
り
と
感
じ
取
り
、
盛
工
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
を
も
っ
て
行
動
で
き
、
卒
業
し
て
か
ら
も
母
校
に

誇
り
を
も
て
る
よ
う
な
、
さ
ら
に
は
、
盛
工
同
窓
会

の
皆
様
方
か
ら
喜
ん
で
応
援
（
支
援
）
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
学
校
（
生
徒
）
で
あ
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

盛
工
生
が
様
々
な
場
面
で
、
力
を
存
分
に
発
揮
し

活
躍
で
き
て
お
り
ま
す
の
も
、
全
て
同
窓
生
の
皆
様

方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
お
蔭
で
あ
り
、
生
徒
達
も
そ

の
こ
と
を
強
く
感
じ
て
心
か
ら
感
謝
し
、
そ
の
ご
恩
に

何
と
か
応
え
た
い
と
思
っ
て
日
々
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
、
後
輩
で
あ
り
ま
す
生
徒
達
を

温
か
く
見
守
り
、
引
き
続
き
特
段
の
ご
高
配
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

御 

挨 

拶

御 

挨 

拶

瑞
宝
双
光
章

国
土
交
通
行
政
事
務
功
労　

叙
勲

久
保
田
良
秋
氏
（
電
子
科
昭
和
40
年
卒
）

藍
綬
褒
章

堂
前　

正
彦
氏
（
普
通
科
昭
和
38
年
卒
）

平
成
28
年
秋
の
叙
勲

平
成
29
年
春
の
褒
章



主
な
部
活
動
結
果

平
成
28
年
度
後
期
〜
29
年
度
前
期

　第　67　号　 平成29年12月1日　(4)　　(5)　平成29年12月1日 　第　67　号　

 

ラ
グ
ビ
ー
部
の
近
況 

ラ
グ
ビ
ー
部
監
督　

小
原　

義
巧

　

今
年
度
は
、
春
の
岩
手
県
高
校
総

体
準
決
勝
で
、
黒
沢
尻
北
高
校
と
対

戦
し
７―

38
で
敗
れ
、
３
位
と
い
う

結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
月
に
行
わ
れ
た
東
北
大

会
で
は
、
県
高
総
体
で
敗
れ
て
い
る

黒
沢
尻
北
高
校
を
、
Ⅱ
部
決
勝
で
17

―

14
と
下
し
、
２
年
連
続
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
盛
工
の

プ
ラ
イ
ド
を
懸
け
て
勇
敢
に
戦
い
、

こ
の
黒
北
戦
の
勝
利
で
大
き
な
自

信
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

夏
に
は
北
海
道
選
抜
大
会
へ
の

招
待
を
皮
切
り
に
、
大
会
後
す
ぐ
ニ

セ
コ
に
移
動
し
、
強
化
合
宿
を
実
施

し
ま
し
た
。
ニ
セ
コ
で
は
札
幌
山
の

手
高
校
を
は
じ
め
、
道
内
の
高
校
や

関
東
の
強
豪
校
と
徹
底
的
に
走
り

込
み
、
身
体
を
ぶ
つ
け
、
心
身
共
に

逞
し
く
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
去
る
10
月
14
日
に
、

第
97
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
県
大
会

準
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
相
手
は

岩
手
県
高
校
総
体
、
東
北
大
会
と
し

の
ぎ
を
削
っ
た
、
黒
沢
尻
北
高
校
と

三
度
目
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
立
ち
上
が
り
か
ら

一
進
一
退
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
ま

す
が
、
前
半
４
分
の
ト
ラ
イ
で
勢
い

に
乗
り
、
８
分
、
28
分
と
ト
ラ
イ
を

重
ね
22―

７
で
折
り
返
し
ま
す
。
後

半
も
２
ト
ラ
イ
２
ゴ
ー
ル
を
奪
い
、

結
果
36―

26
で
勝
利
し
、
６
年
ぶ
り

の
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
昨
年
度
の
県
高
校
新

人
大
会
で
０―

46
と
大
敗
し
て
い

る
黒
沢
尻
工
業
高
校
と
対
戦
し
ま

し
た
。
全
校
生
徒
の
大
声
援
を
背

に
、
臆
す
る
こ
と
無
く
果
敢
に
立
ち

向
か
い
ま
し
た
。
生
徒
達
は
初
め
て

経
験
す
る
決
勝
と
い
う
舞
台
で
、
立

ち
上
が
り
か
ら
固
さ
が
と
れ
ず
、
前

半
だ
け
で
３
ト
ラ
イ
を
奪
わ
れ
、
０

―

17
で
折
り
返
し
ま
す
。
後
半
こ
そ

は
と
意
気
込
ん
で
戦
い
ま
し
た
が
、

２
ト
ラ
イ
を
奪
う
に
止
ま
り
、
結
果

14―

31
で
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

負
け
は
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の

県
高
校
新
人
大
会
か
ら
比
べ
る
と
、

大
き
く
そ
し
て
逞
し
く
成
長
し
て

く
れ
た
選
手
達
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
こ
の
黒
沢
尻
工
業
高
校
と
の
17

点
の
差
は
、
す
べ
て
私
の
不
徳
の
致

す
と
こ
ろ
だ
と
、
真
摯
に
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
台
風
21
号
が
接
近
す
る

大
雨
の
中
、
吉
田
同
窓
会
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
同
窓
生
の
方
々
が
母
校

の
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
も
声
を

嗄
ら
し
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
生
徒
達
は
大
き
な
力
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

監
督
就
任
２
年
目
と
な
り
、
沢
山

の
同
窓
生
や
関
係
者
の
お
力
添
え

の
も
と
、
盛
工
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て

の
目
指
す
ス
タ
イ
ル
は
徐
々
に
浸

透
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
来
年
こ
そ

は
、
悲
願
で
あ
る
花
園
出
場
へ
向

け
、
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
叱
咤
激
励
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ス
ケ
ー
ト
部

第
66
回
岩
手
県
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選

手
権
大
会

【
女
子
】

５
０
０
ｍ

　

第
１
位　

熊
谷　
　

萌（
EⅠ
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
新
記
録
）

　

第
６
位　

昆　

恵
梨
乃（
E
１
）

１
０
０
０
ｍ

　

第
１
位　

熊
谷　
　

萌（
EⅠ
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
新
記
録
）

　

第
６
位　

昆　

恵
梨
乃（
E
１
）

学
校
対
抗

　

第
２
位　

盛
岡
工
業
高
校

【
男
子
】

５
０
０
ｍ

　

第
１
位　

米
田　

恵
隆
（
Ch
２
）

　

第
２
位　

佐
藤　

寛
人
（
AD
２
）

　

第
３
位　

長
谷
川
武
蔵
（
ME
３
）

１
０
０
０
ｍ

　

第
２
位　

米
田　

恵
隆
（
Ch
２
）

　

第
３
位　

長
谷
川
武
蔵
（
ME
３
）

　

第
４
位　

佐
藤　

寛
人
（
AD
２
）

１
５
０
０
ｍ

　

第
２
位　

横
沢
直
太
郎（
Ｍ
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
新
記
録
）

　

第
３
位　

紺
野　

元
暉
（
Ｃ
１
）

５
０
０
０
ｍ

　

第
１
位　

紺
野　

元
暉
（
Ｃ
１
）

　

第
２
位　

横
沢
直
太
郎
（
Ｍ
２
）

２
０
０
０
ｍ
Ｒ

　

第
１
位　

 

佐
藤（
AD
２
）・
紺
野（
Ｃ
１
）

　
　
　
　
　

米
田（
Ch
２
）・
横
沢（
Ｍ
２
）

学
校
対
抗

　

第
１
位　

盛
岡
工
業
高
校

◆
ラ
グ
ビ
ー
部

第
４
回
全
国
高
等
学
校
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

１
回
戦　

盛
工　

33―

14　
花
巻
東

　

準
決
勝　

盛
工　

14―

29　
黒
沢
尻
北

　

３
位
決
定
戦　

盛
工―

不
来
方

 

（
雨
天
に
よ
り
中
止
）
第
３
位

第
69
回
高
総
体

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

１
回
戦　

盛
工　

54
ー
０　

盛
三

　

準
決
勝　

盛
工　

７―

38　
黒
沢
尻
北

　

３
位
決
定
戦　

盛
工　

26―

７　

宮
古

 

第
３
位　

東
北
大
会
Ⅱ
部
出
場

平
成
29
年
度
第
68
回
東
北
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
兼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
東
北
高
等
学

校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

Ⅱ
部

　

１
回
戦　

盛
工　

20―

12　
男
鹿
工

　

準
決
勝　

盛
工　

45―

14　
仙
台
三

　

決　

勝　

盛
工　

17―

14　
黒
沢
尻
北

 

２
年
連
続
６
回
目　

東
北
大
会
Ⅱ
部
優
勝

◆
登
山
部

高
総
体
第
58
回
登
山
競
技

岩
手
山
（
焼
走
り
）
１
位　

97.

6
点

　

 

菅
原
（
Ｃ
３
）
菊
地
（
AD
２
）
佐
々
木
（
E
２
）

渡
邊
（
AD
２
）

第
３
回
東
北
高
等
学
校
登
山
大
会

屏
風
岳
（
宮
城
県
）
２
位

　

 

菅
原
（
Ｃ
３
）
菊
地
（
AD
２
）
佐
々
木
（
E
２
）

渡
邊
（
AD
２
）

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

第
69
回
高
総
体

個
人
戦　

筑
後
遥
太（
EⅠ
２
）・
橋
本
年
真（
EⅠ
２
）

　

第
５
位

2
0
1
7
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
H
29
東

北
選
手
権
大
会
出
場

　

渡
場　

洸
樹
（
Ｃ
２
）・
吉
田　

健
人
（
Ｍ
２
）

　

第
７
位　

Ｈ
29
東
北
選
手
権
大
会
出
場

団
体
戦　

　

２
回
戦　

盛
工　

３―

０　

北
上
翔
南
高

　

３
回
戦　

盛
工　

２―

０　

軽
米
高

準
々
決
勝　

盛
工　

２―

０　

宮
古
高

　

準
決
勝　

盛
工　

０―

２　

黒
沢
尻
北
高
校

　

第
四
位

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

第
69
回
高
総
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

男
子
団
体　

第
２
位

　

小
坂
（
EⅠ
２
）
鈴
木
（
Ｍ
２
）

　

髙
橋
（
Ｍ
３
）
田
坂
（
Ｍ
３
）

男
子
個
人

　

第
１
位　

鈴
木　

泰
哉
（
Ｍ
３
）

　

第
４
位　

田
中　

勇
吾
（
AD
２
）

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会
高
円
宮
賜
牌
第
50
回
全
国
高
等

学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

男
子
個
人　

鈴
木　

泰
哉
（
Ｍ
３
）
84
位

◆
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

第
69
回
高
総
体

女
子
48
㎏
級　

第
２
位　

鈴
木　

莉
乃
（
EⅠ
２
）

　

東
北
・
全
国
女
子
出
場

女
子
63
㎏
級　

第
２
位　

千
葉　

奈
々
（
AD
３
）

　

東
北
大
会
出
場

女
子
75
㎏
級　

第
１
位　

升
屋　
　

陽
（
Ｃ
１
）

女
子
+75
㎏
級　

第
２
位　

吉
田　

琴
乃
（
Ch
１
）

男
子　

学
校
対
抗
戦
優
勝
（
２
年
連
続
10
回
目
）

男
子
69
㎏
級　

第
１
位　

七
戸　
　

格
（
Ｃ
３
）

　

東
北
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

男
子
77
㎏
級　

第
２
位　

関
田　

和
也
（
E
３
）

　

東
北
大
会
出
場

男
子
85
㎏
級　

第
２
位　

古
川　

直
幹
（
Ｃ
３
）

　

東
北
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

男
子
94
㎏
級　

第
１
位　

武
田　
　

樹
（
E
３
）

　

東
北
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

男
子
105
㎏
級　

第
１
位　

千
葉　

元
太
（
Ｃ
３
）

　

東
北
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　

Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク
、ト
ー
タ
ル
で
大
会
新
記
録
樹
立

男
子
+105
㎏
級　

第
１
位　

舘
澤　

優
樹
（
E
３
）

　

東
北
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

第
19
回
全
国
高
等
学
校
女
子
選
手
権
大
会

　
　

48
㎏
級　

第
６
位　

鈴
木　

莉
乃
（
EⅠ
２
）

第
64
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　
　

69
㎏
級　

第
20
位　

七
戸　
　

格
（
Ｃ
３
）

　
　

85
㎏
級　

第
45
位　

古
川　

直
幹
（
Ｃ
３
）

　
　

94
㎏
級　

第
14
位　

武
田　
　

樹
（
E
３
）

　
　

105
㎏
級　

第
３
位　

千
葉　

元
太
（
Ｃ
３
）

　
　

ス
ナ
ッ
チ
第
４
位
、
Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク
４
位

　
　

+105
㎏
級　

第
12
位　

舘
澤　

優
樹
（
E
３
）

　
　

ス
ナ
ッ
チ
第
９
位

第
72
回
国
民
体
育
大
会

少
年
男
子

　
　

69
㎏
級　

七
戸　
　

格
（
Ｃ
３
）

　
　

ス
ナ
ッ
チ　

10
位

　
　

Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク　

13
位

　
　

105
㎏
級　

千
葉　

元
太
（
Ｃ
３
）

　
　

Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク　

４
位

◆
レ
ス
リ
ン
グ
部

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
カ
デ
ッ
ト
の
部

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

　

第
３
位　

69
㎏
級　

千
葉　

将
太
（
Ｃ
２
）

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　

第
５
位　

59
㎏
級　

北
條
希
紗
来
（
AD
３
）

第
69
回
高
総
体

レ
ス
リ
ン
グ
競
技

学
校
対
抗
戦
リ
ー
グ
戦

１
回
戦　

盛
工　

５―

２　

宮
古
商
業

２
回
戦　

盛
工　

６―

１　

種
市

　

第
１
位　
（
５
年
振
り
16
回
目
）

個
人
対
抗
戦

　

第
１
位　

60
㎏
級　

浅
沼　
　

竜
（
AD
３
）

　

第
１
位　

66
㎏
級　

伊
五
澤
優
平
（
Ｍ
３
）

　

第
１
位　

74
㎏
級　

藤
澤　

考
駿
（
Ｍ
３
）

　

第
１
位　

120
㎏
級　

小
西　
　

拳
（
Ｃ
３
）

　

第
２
位　

50
㎏
級　

名
久
井
涼
平
（
AD
３
）

　

第
２
位　

66
㎏
級　

佐
々
木　

涼
（
AD
２
）

　

第
２
位　

84
㎏
級　

阿
部　

晴
喜
（
Ch
３
）

　

第
３
位　

55
㎏
級　

中
村　

圭
吾
（
Ｃ
３
）

　

第
３
位　

74
㎏
級　

千
葉　

将
太
（
Ｃ
２
）

　

第
３
位　

84
㎏
級　

藤
原　

康
洋
（
Ｃ
２
）

◆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
69
回
高
総
体

三
回
戦　

盛
工　

57―

72　
水
沢

２
回
戦　

盛
工　

72―

68　
一
関
一

３
回
戦　

盛
工　

73―

96　
岩
手

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
69
回
高
総
体

２
回
戦　

盛
工　

２―

０　

専
大
北
上

３
回
戦　

盛
工　

０―

２　

不
来
方

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
16
）

◆
卓
球
部

第
69
回
高
総
体

男
子
学
校
対
抗

１
回
戦　

盛
工　

３―

０　

花
巻
南　

２
回
戦　

盛
工　

３―

１　

大　

東

３
回
戦　

盛
工　

０―

３　

花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

※
ベ
ス
ト
16

個
人
戦
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

１
回
戦　

瀨
川（
Ｍ
３
）０―

３　

前
沢
高

◆
野
球
部

第
64
回
春
季
東
北
地
区
高
校
野
球
岩
手
県
大
会

１
回
戦　

盛
工　

０―

１　

一
関
一

第
99
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
岩
手
大
会

２
回
戦　

盛
工　

７―

８　

江
南
義
塾

第
70
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球

岩
手
県
大
会

１
回
戦　

盛
工　

１―

０　

宮　

古

２
回
戦　

盛
工　

18―

７　

盛
岡
一

３
回
戦　

盛
工　

４―

５　

花
巻
東

◆
陸
上
部

第
69
回
高
総
体

男
子　

学
校
対
抗
総
合　

第
４
位

ト
ラ
ッ
ク
の
部　

第
６
位

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部　

第
３
位

1
0
0
m　

第
５
位　

畠
山　

比
呂
（
EⅠ
２
）

2
0
0
m　

第
５
位　

正
木　

佑
磨
（
EⅠ
２
）

4
0
0
m　

第
６
位　

小
笠
原
陵
真
（
Ｍ
３
）

4
×
1
0
0
m
R　

第
２
位

　

 

藤
澤
（
AD
３
）
正
木
（
EⅠ
２
）
小
笠
原
（
Ｍ
３
）

畠
山
（
EⅠ
２
）

4
×
4
0
0
m
R　

第
６
位　

　

 

本
舘
（
Ｃ
３
）
小
笠
原
（
Ｍ
３
）
福
島
（
Ch
２
）

畠
山
（
EⅠ
２
）

砲
丸
投　

第
１
位　

湯
澤　

秀
太
（
Ch
２
）

円
盤
投　

第
４
位　

湯
澤　

秀
太
（
Ch
２
）

ハ
ン
マ
ー
投　

第
３
位　

湯
澤　

秀
太
（
Ch
２
）

　
　
　
　
　
　

第
６
位　

三
井　

理
央
（
AD
２
）

　
　

 

以
上
東
北
大
会
出
場

◆
無
線
部

第
28
回
高
等
学
校
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
マ
ル
チ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
シ
ン
グ
ル
バ
ン
ド　

21
M
H
ｚ
部
門　

全
国
準
優
勝

　
　

武
田
（
ME
３
）
兼
平
（
EⅠ
３
）

７
M
H
Z
部
門　

全
国
３
位

　
　

阿
部
（
Ｃ
３
）
佐
藤
（
Ｍ
３
）

50
M
H
ｚ
部
門　

奨
励
賞

　

佐
々
木
（
Ｍ
３
）
中
村（
EⅠ
２
）

◆
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
）

平
成
29
年
度
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
全
国
大
会

　

伊
藤
（
ME
３
）

　

菊
地
（
ME
３
）

　

上
田
（
ME
３
）

　

鱒
沢
（
ME
３
）

　

藤
森
（
ME
２
）

　

藤
井
（
ME
２
）

　
（
10
年
連
続
出
場
）　

　

ベ
ス
ト
32 

　
◆
自
動
車
部

2
0
1
7

　

ワ
ー
ル
ド
・
エ
コ
ノ
・
ム
ー
ブ

B
eluga

２
号　

７
１
．
９
６km

３
位

2
017

　

W
o
rld
E
.V
.C
h
a
lle
n
g
e
in
S
U
G
O

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド　

S
U
G
O

B
eluga

１
号　

３
位

B
eluga

２
号　

４
位

 

◆
吹
奏
楽
部

平
成
29
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

盛
岡
地
区
大
会

　

高
等
学
校
小
編
成
の
部　

銀
賞

第
41
回
岩
手
県
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ
ト
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

優
秀
賞

 土木科３年　千葉　元太
　私は８月１日から５日まで福島市で開
催された南東北インターハイ第64回全
国高等学校ウエイトリフティング競技選
手権大会１０５㎏級に出場してトータル
３位で銅メダルを獲得することができま
した。
　昨年のインターハイではスナッチで
記録なし、希望郷いわて国体ではクリー
ン＆ジャークで７位に入賞することがで
きましたが、スナッチはまたもや記録な
しに終わりました。３月に行われた全国

選抜大会ではスナッチは５位でしたが、
クリーン＆ジャークは怪我のため軽い
重量を１回成功させて、残りの２回の試
技は棄権しましたので、高校最後のイ
ンターハイではトータルで上位に入るこ
とを目標にして練習に励んできました。
苦手のスナッチで３回の試技全てを成
功させたことでの油断もあったのか、得
意にしていたクリーン＆ジャークでは自
己ベストの11㎏下の記録で終わり、自分
には精神的にも技術的にも体力的にもま
だまだ未熟な面があると考えさせられた

大会となりました。
　競技を高校から始めた自分が全国大
会でメダルをもらえることができたの
は、１年生の頃から技術を上手く身につ
けられない自分に熱心に指導をしてくだ
さった顧問の今井先生のお陰だと思い
ます。今後は進学して競技を続けてい
きます。高校で学んだことを忘れずに、
自分に厳しく練習に励んで強いリフター
になりたいと思います。全国大会に出場
する際には同窓会から激励とご支援を
頂き本当にありがとうございました。

出
所「
岩
手
日
報 

平
成
29
年
10
月
10
日
付
朝
刊
」

出
所「
岩
手
日
報 

平
成
29
年
1
月
29
日
付
」

え
ひ
め
国
体
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

 

成
年
男
子　

69
㎏
級
Ｃ
＆
Ｊ

　

第
４
位　

内
村　

湧
嬉
（　

21
年
度
卒
）

え
ひ
め
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

 

成
年
男
子　

団
体

 

丹
野　

天
士
（
Ｍ
22
年
度
卒
）

 

佐
々
木
陽
平
（
Ｄ
19
年
度
卒
）

ME

同
窓
生
の
活
躍

第
17
位

全
国
で
活
躍
！
国
体
優
勝
▶

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３
位
◀

南東北インターハイに出場して  

▲丹野　天士
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機
械
科
３
年　

川
崎　

清
純

　

私
は
、
４
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
行

わ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
初
戦
の
Ｕ
18
ベ
ル
ギ
ー
代
表
戦
に
ウ
ィ

ン
グ
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
試
合
前
の
国
歌
斉
唱

か
ら
始
ま
り
、
日
本
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
雰
囲

気
の
中
、
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
ト
ラ
イ
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
日
本
代
表
の
一
員
と
し
て
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢

献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

続
く
準
決
勝
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
対
戦
し
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
身
体
も
大
き
く
と
て
も
フ
ィ
ジ
カ
ル

な
チ
ー
ム
で
す
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
全
員
が
日
本
の

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
身
体
を
張
り
続
け
ま
し
た
。
結

果
は
、
僅
差
で
の
敗
戦
と
な
り
全
員
が
悔
し
涙
を
流

し
ま
し
た
が
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
か
ら
「
次
の
試
合
勝
っ

て
歴
史
を
変
え
よ
う
！
」
と
、言
わ
れ
、も
う
一
度
チ
ー

ム
が
一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
位
決
定
戦
の
相
手
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
し
た
。
試

合
は
一
進
一
退
の
大
接
戦
で
し
た
が
、
後
半
ロ
ス
タ
イ

ム
に
逆
転
の
ト
ラ
イ
を
決
め
て
、
三
位
に
な
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

こ
の
遠
征
を
通
し
て
、
世
界
と
の
差
を
痛
感
し
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
チ
ー
ム
に
還
元
し
、
今
後
の
ラ
グ

ビ
ー
人
生
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
遠
征
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
同
窓
会
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集  世界で羽ばたく盛工生!!
 

電
子
情
報
科
２
年　

熊
谷　
　

萌

　

私
は
昨
シ
ー
ズ
ン
、
ジ
ュ
ニ
ア
Ｗ
杯
・
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
入
学

後
の
環
境
の
変
化
へ
の
戸
惑
い
や
怪
我
な
ど
も
あ
り

思
い
通
り
行
か
ず
悩
み
苦
し
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
１
月
に
行
わ
れ
た
代
表
選
考
会
で
優
勝
し
た

と
き
に
は
倍
の
嬉
し
さ
や
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
世
界
で
メ
ダ
ル
を
取
る
と
い
う
目
標
を
立

て
て
挑
み
ま
し
た
。
緊
張
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、日
本
か
ら
応
援
し
て
下
さ
っ

た
方
々
の
た
め
に
も
結
果
で
恩
返
し
し
よ
う
と
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。
結
果
、
メ
ダ
ル
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し

バ
ッ
ク
ス
ト
レ
ー
ト
で
植
津
先
生
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し

た
と
き
は
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

世
界
の
舞
台
で
６
位
入
賞
し
戦
え
た
こ
と
は
、
両

親
や
顧
問
の
先
生
方
、
学
校
の
先
生
方
、
日
頃
切
磋

琢
磨
し
合
え
る
仲
間
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
や
体
育
後
援
会
か
ら
多
大

な
御
支
援
と
激
励
を
い
た
だ
き
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

２
年
生
と
な
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
も
感
謝
の
気
持
ち

と
勝
負
に
立
ち
向
か
う
強
い
意
志
を
忘
れ
ず
に
、
私

の
目
標
で
あ
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
」
に

一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
応
援
と
御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て

2
0
1
6
／
1
7　
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
／

 

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
に
出
場
し
て

Ｕ
18
日
本
代
表
選
手

 

（
前
段
左
が
川
崎
）

主 な 記 録

出
所「
岩
手
日
報 

平
成
29
年
1
月
29
日
付
」

2017／18　ジュニアワールドカップスピードスケート競技会
　第１戦　日本代表
　ドイツ・インツェル
　　（2017年11月25日～26日）

第24回全日本スピードスケート距離別選手権大会
ワールドカップ／ジュニアワールドカップ派遣選手選考競技会
　女子500ｍ 第17位（ジュニアカテゴリー第２位）　熊谷　萌
　女子1000ｍ 第30位（ジュニアカテゴリー第４位）

２年連続出場



＜土　木　科＞

＜工業化学科＞

＜建築・デザイン科＞

＜定時制工業科＞

＜機　械　科＞

＜電子機械科＞

＜電　気　科＞

＜電子情報科＞
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平成28年度　各科進路先一覧

　

定
時
制
だ
よ
り

だ
よ
り 

建
築・デ
ザ
イ
ン
科

　

本
校
は
明
治
三
十
一
年
に
開
校

し
、
来
年
度
創
立
百
二
十
周
年
の

式
典
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
学
校
で
す
。
建
築
・
デ
ザ
イ
ン

科
は
平
成
二
十
年
に
建
築
科
と
デ

ザ
イ
ン
科
を
募
集
停
止
と
し
新

た
に
設
置
さ
れ
た
学
科
で
す
。
新

設
の
学
科
で
は
あ
り
ま
す
が
前

身
で
あ
る
建
築
科
は
、
開
校
当
時

の
金
工
科
と
共
に
設
置
さ
れ
た
木

工
科
を
起
源
と
し
、
本
校
と
同
じ

百
二
十
年
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
る
学
科
で
す
。
科
の
卒
業
生
は

県
内
外
の
建
設
業
界
で
活
躍
し
て

お
り
、
特
に
県
内
の
建
築
業
で
は

多
く
の
先
輩
方
が
業
界
を
リ
ー
ド

す
る
立
場
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
校
の
教
育
活
動
に

多
く
の
場
面
で
協
力
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
設
置
当
初

は
、
デ
ザ
イ
ン
の
実
習
・
科
目
を

取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実

施
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
建
築

科
目
を
中
心
と
し
た
学
習
内
容
に

変
更
し
、
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
全

員
が
在
学
中
に
２
級
建
築
施
工
管

理
技
術
者
試
験
（
学
科
）
を
受
験

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
後
実

務
経
験
３
年
で
２
級
建
築
士
、
も

し
く
は
木
造
建
築
士
の
受
験
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
は
現
在
、

在
学
生
が
１
年
生
37
名
（
女
子
８

名
）
２
年
生
40
名
（
女
子
14
名
）

３
年
生
36
名
（
女
子
11
名
）
合
計

１
１
３
名
（
女
子
33
名
）
在
籍
し

て
い
ま
す
。
毎
年
10
名
前
後
の
女

子
が
入
学
し
て
く
れ
ま
す
、
そ
の

影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
か
、

こ
こ
数
年
就
職
と
進
学
が
半
々
く

ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は

就
職
27
名
、
進
学
13
名
と
何
年
か

ぶ
り
に
３
分
の
２
く
ら
い
の
生
徒

が
就
職
を
希
望
し
て
く
れ
ま
し
た
。

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
の
大
半
が

建
築
の
専
門
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め

の
進
学
で
、
専
門
外
を
希
望
す
る

生
徒
が
多
い
わ
け
で
も
な
く
特
に

問
題
は
無
い
の
で
す
が
、
で
き
れ

ば
最
低
で
も
３
分
の
２
く
ら
い
の

生
徒
が
就
職
を
希
望
し
て
く
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
進
路
意
識
高
揚
、
特
に

就
職
を
希
望
し
て
く
れ
る
生
徒
が

少
し
で
も
増
え
る
こ
と
を
目
的
に

今
年
も
各
種
の
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
５
月
に
は
卒
業
生
に
よ

る
「
先
輩
と
語
る
会
」
を
実
施
、

本
年
度
は
県
外
企
業
の
谷
口
工
務

店
に
就
職
し
た
卒
業
生
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
県
外
就
職

を
し
た
卒
業
生
で
の
実
施
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
県
内
企

業
に
勤
め
て
い
る
卒
業
生
に
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、
良

い
情
報
を
教
え
て
も
ら
え
れ
ば
幸

い
で
す
。
６
月
、
建
設
業
協
会
主

催
の
現
場
見
学
に
３
年
生
36
名
が

参
加
。
仙
北
中
学
校
の
改
修
工
事

と
奥
州
市
の
老
人
ホ
ー
ム
新
築
工

事
を
見
学
し
ま
し
た
、
７
月
か
ら

始
ま
る
就
職
活
動
に
大
い
に
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
８
月
、
建
設
業

経
理
事
務
士
４
級
の
講
習
会
並
び

に
試
験
を
実
施
、
３
年
生
全
員
参

加
、
全
員
合
格
。
10
月
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
多
く
の
管
内
企
業
の

協
力
の
も
と
三
日
間
実
施
、
２
年

生
全
員
参
加
。
１
月
、
１
・
２
年
生

の
現
場
見
学
を
計
画
中
。
２
月
、

本
年
度
も
２
年
生
を
対
象
に
建
設

業
協
会
に
よ
る
管
内
企
業
合
同
説

明
会
を
土
木
科
と
一
緒
に
本
校
百

年
館
に
て
実
施
予
定
。

　

現
在
ま
だ
進
路
が
決
定
し
て
い

な
い
３
年
生
数
名
い
ま
す
が
、
本

年
度
も
１
０
０
％
の
進
路
決
定
を

目
指
し
指
導
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
盛
工
創
立
か
ら

１
２
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
建

築
・
デ
ザ
イ
ン
科
と
し
て
こ
れ
ま

で
の
諸
先
輩
に
負
け
な
い
よ
う
な
、

岩
手
県
の
建
設
業
界
を
担
っ
て
い

く
卒
業
生
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

各
方
面
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

定
時
制
の
近
況

 

定
時
制
総
務
部
長　

前　

田　

康　

雄

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
定

時
制
教
育
の
振
興
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

定
時
制
は
現
在
、
１
年
生
６
名
、
２
年
生

１
名
、
３
年
生
７
名
、
４
年
生
１
名
の
計
15

名
が
、
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
３

年
で
卒
業
で
き
る
三
修
制
選
択
者
は
、
11
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

春
の
高
総
体
で
は
陸
上
競
技
部
、卓
球
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の

内
、
陸
上
競
技
部
は
、
出
場
者
全
員
（
５

名
）
が
活
躍
。
４
年
ぶ
り
に
男
子
総
合
優
勝

を
果
た
し
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、
東
京
駒
沢
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
４

名
が
残
念
な
が
ら
予
選
を
通
過
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
３
年
西
谷
秀
成
が

「
１
５
０
０
ｍ
」
に
出

場
し
、
予
選
６
組
を
４

位
で
通
過
、
決
勝
進
出

を
果
た
し
ま
し
た
。
決

勝
で
は
、
11
位
と
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
高

校
生
活
最
後
の
大
会
で

力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

各
大
会
出
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓

会
・
体
育
後
援
会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

資
格
取
得
で
は
、
第
二
種
電
気
工
事
士
に

１
名
が
合
格
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

　

定
時
制
だ
よ
り

【 管内就職】岩手中央農業協同組合、
岩手日野自動車㈱、エヌケー紫波㈱、
㈱カガヤ、㈱小林精機、コマツ岩手㈱、
鈴木農機㈱、㈱ダイヤプレス　Ｒ＆Ｄ
センター、トヨタカローラ岩手㈱、北
光コンサル㈱、マルハ産業㈱盛岡営
業所、森田製作㈲
【 県内就職】㈱アイオー精密、㈱アイメ
タルテクノロジー、㈱多加良製作所岩
手工場
【 県外就職】㈱アサヒファシリティズ、
王子製鉄㈱群馬工場、京王電鉄㈱、
西武鉄道㈱、東京水道サービス㈱、
パナソニック産機システムズ㈱、日立
建機日本㈱
【 大 学】北見工業大学、岩手県立
大学、東北学院大学、東北工業大学、
日本工業大学
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期大
学校水沢校（３名）、岩手県立産業技
術短期大学校矢巾校
【 高 技 専】岩手県立千厩高等技術専
門校、岩手県立二戸高等技術専門校（３
名）、岩手県立宮古高等技術専門校
【 専門学校】大原スポーツ公務員専門
学校盛岡校、専門学校花壇自動車大
学校、専門学校盛岡カレッジオブビジ
ネス、専門学校日産栃木自動車大学校

【 管内就職】岩手トヨペット㈱、岩手農
協チキンフーズ㈱中央工場、㈱小山田
工業所スチール事業部、建築オオモ
リ、白石食品工業㈱、㈱日電東北支店、
㈱双葉設備アンドサービス、㈱モリレ
イ、㈱やまびこ盛岡事業所
【 県内就職】リコーインダストリアルソ
リューションズ㈱花巻事業所
【 県外就職】石田エンジニアリング㈱東
京支店、いす 自ゞ動車㈱、いす 自ゞ動
車東北㈱、㈱NTT-ME、大久保歯車
工業㈱、㈱栗原電設、㈱サン・ベンディ
ング東北、住友重機械工業㈱田無製
造所、ＪＦＥスチール㈱東日本製鉄所、
㈱新開トランスポートシステムズ、東信
産業㈱、㈱トッパンパッケージプロダ
クツ、畠山電設㈱、㈱日立ビルシステ
ム東北支社、富士重工業㈱群馬製作
所、㈱フルタイムシステム、北海道旅
客鉄道㈱、㈱ロッテ、横河電子機器
㈱秦野事業所
【 大 学】八戸工業大学（２名）
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期大
学校矢巾校（４名）、東北職業能力開
発大学校（２名）
【 専門学校】専門学校花壇自動車大学
校、専門学校東洋公衆衛生学院

【 管内就職】岩舘電気㈱、北日本通信
㈱（２名）、㈱興和電設（２名）、新興
電気㈱、ＪＲ盛岡鉄道サービス㈱、㈱
電創総合サービス、㈱日電東北支店、
㈱ベルジョイス、森永乳業㈱盛岡工場
【 県外就職】コスモシステム㈱、サン
コー・エア・セルテック㈱、東京ビジ

ネスサービス㈱、東芝エレベータ㈱東
京支社、東北自然エネルギー㈱、東
北送配電サービス㈱、東北電力㈱（２
名）、東北発電工業㈱、東日本電気エ
ンジニアリング㈱、㈱ユアテック
【 大 学】東北工業大学、八戸学院
大学、八戸工業大学
【 短 大】盛岡大学短期大学部
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期大
学校水沢校（２名）、岩手県立産業技
術短期大学校矢巾校（２名）
【 専門学校】大原スポーツ公務員専門
学校盛岡校、東京デザイナー学院、東
北電子専門学校、盛岡市医師会附属
盛岡准看護学院、盛岡情報ビジネス専
門学校（２名）、盛岡医療福祉専門学
校

【 管内就職】㈱岩電、川口印刷工業㈱、
㈱ＪＲ盛岡鉄道サービス、ジェームス
盛岡南店（㈱ジェームス岩手）、㈱寿広、
東北公営企業㈱、ホンダカーズ岩手中
央（南ホンダ自動車㈱）、盛岡東京電
波㈱、㈱ミクニ盛岡事業所
【 県内就職】みちのく自動販売機サー
ビス㈱
【 県外就職】㈱NTT-ME、㈱ジェー・エ
ヌ・エス、ダイオープリンティング㈱、
寺岡オートドアシステム㈱（２名）、東
北電力㈱、トッパン・フォームズ・オペ
レーション㈱、文化シャッターサービ
ス㈱、㈱やまびこ横須賀工場
【 大 学】岩手大学、岩手県立大学（３
名）、青森中央学院大学、東北文化学
園大学、盛岡大学（２名）
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期大
学校水沢校（４名）、岩手県立産業技
術短期大学校矢巾校（３名）
【 専門学校】専門学校デジタルアーツ
仙台、盛岡情報ビジネス専門学校

【 管内就職】ＡＣサカモト㈱、㈱佐々木
組、昭栄建設㈱、㈱司組、㈱タカヤ（２
名）、樋下建設㈱、㈱花那、盛岡カイ
ハツ生コンクリート㈱、盛岡ガス燃料
㈱、菱和建設㈱
【 県外就職】鹿島道路㈱、㈱佐藤渡辺、
仙建工業㈱、大成ロテック㈱、東急
軌道工業㈱、東京技工㈱、東京水道
サービス㈱、東鉄工業㈱、東北電力㈱、
日特建設㈱、日本道路㈱、日本道路
㈱東北支店、フジタ道路㈱、㈱マイタッ
ク、山崎建設㈱東北支社、ユニオン建
設㈱
【 公 務 員】岩手県職員、盛岡市役所、
一般曹候補生、自衛官候補生
【 大 学】関東学院大学（２名）、東
洋大学、日本体育大学、ノースアジア
大学、八戸工業大学、山梨学院大学
【 専門学校】盛岡公務員法律専門学校、
バンタンゲームアカデミー

【 管内就職】泉金物産㈱、積水メディ
カル㈱岩手工場、㈱寿広、盛岡セイコー
工業㈱、森永乳業㈱盛岡工場、㈱や

まびこ盛岡事業所
【 県内就職】㈱ウッティかわい
【 県外就職】旭化成㈱川崎製造所、㈱
ＮＵＣ川崎工場、大阪シーリング印刷
㈱、関東化学㈱草加工場、ＪＳＲ㈱千
葉工場、ＪＸエネルギー㈱川崎製造所、
積水武蔵化工㈱、㈱タキガワ・コーポ
レーション・ジャパン（２名）、龍田化
学㈱古河工場（２名）、田中貴金属工
業㈱（２名）、㈱Ｔ＆Ｋ　ＴＯＫＡ、東
邦化学工業㈱、㈱トッパンコミュニケー
ションプロダクツ、日触テクノファイン
ケミカル㈱、日本曹達㈱千葉工場、日
本料理瑞兆、㈱ニューコーポレーショ
ン（草津ナウリゾートホテル）、富士石
油㈱袖ケ浦製油所、丸善石油化学㈱
千葉工場
【公 務 員】自衛官候補生
【 大 学】青森中央学院大学、富士
大学、盛岡大学
【 短 大】岩手県立大学宮古短期大
学部
【 専門学校】大原スポーツ公務員専門
学校盛岡校、東北電子専門学校、盛
岡情報ビジネス専門学校

【 管内就職】㈱岩手マイタック、㈱カガヤ、
川上塗装工業㈱、㈱工藤技建、㈱熊
谷工務店、佐藤㈱盛岡支店、昭栄建
設㈱、　　　　　　㈱仙北造園、㈲曽
我工務店、大伸工業㈱、樋下建設㈱、
中亀建設㈱、㈱三田商店
【県内就職】㈱佐々木組
【 県外就職】㈱安藤・間、㈱一条工務
店、住協建設㈱、㈱田中建設、㈱田
中建設工業、㈱谷口工務店、㈱東京
朝日ビルド、辻建設㈱東京支店、㈱誠、
㈲六大設計、㈱ユートス
【公 務 員】八幡平市職員
【 進　　学】愛知産業大学、関東学院
大学（２名）、京都精華大学、東北学
院大学、日本工業大学、八戸工業大学
（２名）、秋田職業能力短期大学校、岩
手県立産業技術短期大学校水沢校（２
名）、岩手県立産業技術短期大学校矢
巾校（３名）、東北職業能力開発短期
大学校、岩手県立二戸高等技術専門校
（２名）、仙台デザイン専門学校、盛岡
医療福祉専門学校
【 公 務 員】花巻市役所、自衛官候補
生
【 大 学】日本工業大学（２名）
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期大
学校矢巾校、東北職業能力開発大学校
（２名）
【 高 技 専】岩手県立二戸高等技術専
門校
【 専門学校】仙台工科専門学校、専門
学校盛岡カレッジオブビジネス、東京
モード学園、東北文化学園専門学校、
盛岡医療福祉専門学校、盛岡情報ビ
ジネス専門学校

【 管内就職】イオンスーパーセンター
㈱盛岡本部、㈱工藤技建

（企業名及び校種別の学校名は五十音順）

建築・デザイン科長
外 里　昌 治

【
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
紹
介
】

生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会
が
９
月
24
日（
日
）

に
県
立
釜
石
高
等
学
校
で
行
わ
れ
、
４
年
生

の
藤
原
舞
が
「
心
の
色
」
と
題
し
、
入
学
当

初
の
自
分
の
は
っ
き
り
し
な
い
心
の
色
が
、

今
で
は
大
好
き
な
水
色
に
な
っ
て
、
変
化
・

成
長
で
き
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
惜
し

く
も
全
国
大
会
出
場
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、教
育
振
興
会
長
賞
を
授
賞
し
ま
し
た
。

　

第
29
回
全
日
本

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
東

北
大
会
が
、
９
月

24
日
（
日
）
に
私

立
山
形
電
波
工
業

高
等
学
校
で
行
わ

れ
、
３
年
生
の
山

本
陽
哉
と
吉
田
亮
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
（
金
）
に
は
、
校
外
学
習
と
し

て
花
巻
の
㈱
ア
イ
オ
ー
精
密
と
盛
岡
駅
西
口

の
Ｓ
Ｌ
銀
河
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

定
時
制
の
就
職
状
況
で
す
が
、
昨
年
度
は

卒
業
生
全
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
制
の
就
業
率
は
、
現
在
、
約
43
％
と

昨
年
度
よ
り
は
微
増
し
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ

ト
を
通
し
て
「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」
と
い
う

大
切
さ
を
、
も
っ

と
多
く
の
生
徒
が

経
験
で
き
る
よ
う

に
、
職
員
一
同
努
め

て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
定

時
制
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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科
・
支
部
報
告

　

平
成
29
年
９
月
２
日
（
土
）
に
第
42
回
総
会
が
、

ホ
テ
ル
ル
イ
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
講
演
会
は
、
講
師
を
三
陸
鉄
道
㈱
代
表
取

締
役
社
長
の
中
村
一
郎
氏
に
お
願
い
し
「
光
り
輝
く

三
陸
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
震
災
で
三
鉄
の
乗
客
数
が
減
る
な
か
、
様
々

な
企
画
・
取
組
を
行
い
三
陸
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
人
を

呼
び
込
む
こ
と
で
、
復
興
の
加
速
化
さ
ら
に
は
三
鉄

の
健
全
経
営
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
校

長
、
同
窓
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
体
育
後

援
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。
酔
い
が

回
っ
た
頃
、
恒
例
と
な
っ
た
景
品
付
き
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、
ビ
ン
ゴ
で
大
喜
び
の
方
か
ら

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ス
ピ
ー
チ
な
ど
も
あ
り
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
機
械
科
賛
歌

そ
し
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
気
持
ち
も
最
高
潮
に
達
し

た
と
こ
ろ
で
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
終
了
後
に
吉
田
同
窓
会
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
「
今
日
、
参
加
さ
れ
て
一
歳
位
は
若
返
り
ま

し
た
か
。」
と
ご
質
問
し
た
と
こ
ろ
「
五
歳
は
若
返
っ

た
よ
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
元
気
溢
れ
る
当
時
の

頃
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
友
と
語
り
、
最
後
に
参

加
者
全
員
が
心
ひ
と
つ
に

な
り
校
歌
を
斉
唱
す
る
こ

と
で
、
目
に
見
え
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
沸
き
上
が
り
、

若
返
る
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。

　

来
年
度
も
、
多
く
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
祈
念
し
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

 

会
長　

竹
田
浩
久

 

（
四
八
年
卒
）

第
四
十
二
回
機
友
会
総
会
報
告

 
事
務
局　

小
笠
原
富
雄
（
49
年
卒
）

機　

友　

会

　

平
成
28
年
度
の
総
会
は
、
平
成
28
年
11
月
18
日

（
金
）、「
土
木
の
日
」
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
、
土
木
科
の
先
生
方
を
始
め
、
多
数
の

ご
来
賓
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
総
勢
60
名
の
会
と

な
り
、
例
年
通
り
、
記
念

講
演
、
総
会
、
懇
親
会
の

順
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、「
北
上
川

の
治
水
」
の
演
題
で
、
北

上
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務

所
の
佐
藤
伸
吾
所
長
に
ご

講
演
い
た
だ
き
、
各
地
で

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

る
中
、
近
年
の
水
災
害
と

そ
の
対
応
に
向
け
て
の
講

演
は
、
と
て
も
有
意
義
な

も
の
で
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
擬
宝
珠
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

小
山
田
正
敏
（
42
年
卒
）

擬
宝
珠
会

第
四
十
一
回
桜
化
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

下
田
利
秋
（
42
年
卒
）

桜　

化　

会

　

平
成
29
年
８
月
19
日
（
土
）、
第
41
回
総
会
が
、

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

平
成
28
年
度
会
計
決
算
報
告
と
役
員
改
選
を
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
て
無
事
終
了
、
懇
親
会
へ
と
進
み

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
来
賓
に
母
校
か
ら
、
山
口
正
行
副
校
長

先
生
、
工
業
化
学
科
科
長
横
向
利
昌
先
生
そ
し
て
、

同
窓
会
か
ら
は
、
吉
田
昭
夫
会
長
、
白
根
敬
介
体
育

後
援
会
会
長
、
機
友
会
、
二
日
会
、
擬
宝
珠
会
、
桐

友
会
、
Ｅ
友
会
の
代
表
方
々
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
懇
親
会
の
前
に
、
昭
和
31
年
卒
で
元
桜

化
会
副
会
長
の
高
松
仁
一
氏
に
よ
る
「
太
鼓
づ
く
り

の
職
人
」
と
し
て
の
よ
も
や
ま
話
と
題
し
て
講
演
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
に
高
松
氏
よ
り

第
40
回
総
会
記
念
に
と
会
旗
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し

た
が
、
金
谷
会
長
と
滝
浦
輝
雄
氏
（
44
年
卒
）
か
ら

も
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
二
枚
目
の
会

旗
を
作
成
し
皆
様
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

尚
、今
年
の
総
会
に「
盛
工
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
ま
し
た
。」
と
連
絡
が
あ
り
、
初
め
て
の
平

　

市
役
所
支
部
は
、
総
勢
60
名
程
の
会
員
の
近
況
報

告
と
支
部
活
動
の
確
認
と
し
て
、
毎
年
定
期
総
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
２
月
10
日
ホ
テ
ル
ル

イ
ズ
に
て
開
催
し
、
会
務
報
告
と
収
支
決
算
報
告
並

び
に
次
年
度
予
算
な
ど
恒
例
の
議
案
承
認
を
行
い
ま

し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
母
校
か
ら
西
光
栄
副
校
長

と
吉
田
昭
夫
同
窓
会
長
、
白
根
敬
介
体
育
後
援
会
長
、

川
村
英
二
体
育
後
援
会
理
事
長
の
ご
出
席
を
賜
り
、

母
校
の
近
況
や
盛
工
生
の
活
躍
を
ご
紹
介
頂
き
、
歓
談

に
大
き
な
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
ご

出
席
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

事
務
局　

小
笠
原
雅
彦
（
土
木
59
年
卒
）

 

幹
事　

米
澤　

誠
（
情
報
Ｈ
５
年
卒
）

第
三
十
六
回
桐
友
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

鷺　

孝
雄
（
41
年
卒
）

 

副
支
部
長　

阿
部　

明
（
機
械
38
年
卒
）

桐　

友　

会

 

事
務
局　

鈴
木
正
敏
（
普
通
36
年
卒
）

　

例
年
通
り
３
月
２
日
に
二
日
会
は
、
大
通
組
合
の

会
館（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ
）

の
３
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
９
月
24
日
（
日
）
日
暮
里
駅
前
の
ホ
テ

ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
母
校
か
ら
山
口
副
校
長
、
吉

田
同
窓
会
長
、
白
根
体
育
後
援
会
長
、
滝
浦
ラ
ガ
ー

Ｏ
Ｂ
会
長
、
川
村
桐
友
会
長
を
お
迎
え
し
、
神
太
郎

氏
の
司
会
で
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
。

　

黙
祷
の
後
、
山
崎
支
部
長
か
ら
来
賓
者
へ
の
御
礼

や
来
年
の
母
校
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
へ
支
部

か
ら
も
参
加
を
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
事
務
局
か
ら
、

県
人
会
や
盛
岡
ふ
る
さ
と
会
等
へ
の
参
加
活
動
や
会

計
報
告
、
監
査
報
告
が
あ
り
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
事
務
局
か
ら
、
近
年
は
来
賓
を
除
く
会

員
の
出
席
が
30
名
を
下
回
る
現
状
に
あ
り
、
こ
れ
ま

で
桐
友
会
や
ラ
ガ
ー
Ｏ
Ｂ
が
主
体
だ
っ
た
が
、
将
来

は
桐
友
会
出
席
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
こ
の
ま
ま

で
は
東
京
支
部
消
滅
と
の
危
惧
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
山
口
副
校
長
か
ら
母
校

が
体
育
会
系
だ
け
で
な
く
文
化
部
系
も
数
々
の
実
績

を
上
げ
て
い
る
と
の
素
晴
ら
し
い
報
告
が
あ
り
、
他

の
ご
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
出
席
者
の
減
少
傾
向

は
他
の
支
部
で
も
同
様
だ
が
努
力
を
し
て
お
り
、
何

ら
か
の
協
力
を
し
た
い
と
の
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

袴
田
あ
じ
さ
い
会
は
、
神
太
郎
氏
の
公
演
観
劇
会

を
年
４
回
開
催
し
、
舞
台
ド
ラ
マ
を
堪
能
。
隅
田
川

花
火
大
会
で
は
、
食
事
会
の
後
、
あ
い
に
く
の
雨
の

中
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た〝
雨

中
花
火
〞
を
、
ビ
ー
ル
片

手
に
傘
を
さ
し
な
が
ら
楽

し
み
ま
し
た
。
袴
田
あ
じ

さ
い
会
は
家
族
参
加
の
会

で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
案
内
状
を
送

り
ま
す
。

 

支
部
長　

山
崎
重
人

 

（
普
通
四
一
年
卒
）

第
五
十
回
二
日
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

中
村
孝
幸
（
51
年
卒
）

二　

日　

会

　

年
に
一
度
の
総
会
を
楽
し
み
に
集
ま
っ
て
下
さ
る

会
員
は
果
た
し
て
今
年
は
何
人
に
な
る
だ
ろ
う
か
？

た
だ
で
さ
え
会
員
が
減
少
し
て
い
く
中
、
高
齢
化
が

後
押
し
し
参
加
人
数
が
伸
び
て
欲
し
い
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ

の
思
い
で
開
催
日
を
迎
え
た
。
８
月
11
日
（
金
）
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
。
例

年
の
会
場
と
は
異
な
り
見
晴
ら
し
の
い
い
最
上
階
に

80
名
の
参
加
で
幕
を
あ
け
た
。
総
会
終
了
後
懇
親
会

に
移
り
来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
が
今
年
は
珍
し
く
阿
部

校
長
と
同
窓
会
の
佐
々
木
事
務
局
長
が
参
列
頂
き
ま

し
た
。
お
二
人
と
も
お
忙
し
い
中
で
の
ご
出
席
で
一

段
と
宴
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
本
校
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
中
で
普
通
科
そ
の
も
の
は
十
余
年
と
甚
だ
短
い
も

の
で
し
た
が
、
会
員
各
位
の
胸
の
内
は
〝
存
在
感
と

母
校
愛
だ
け
は
他
科
に
も
負
け
な
い
〞
と
い
う
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
来

年
の
総
会
に
又
百
二
十
周
年

記
念
祝
賀
会
に
も
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
次
回
総
会
】

日
時　

来
年
８
月
11
日（
土
）

午
後
５
時
30
分
か
ら

会
費　

７
千
円

会
場　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ

 

会
長　

川
村
博
昭

 

（
三
七
年
卒
）

Ｅ　

友　

会

第
十
五
回
Ｅ
友
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

川
村　

敬
（
43
年
卒
）

　

総
会
は
、
物
故
者
に
黙
祷
の
後
、
全
員
で
力
強
く

校
歌
を
斉
唱
し
、
議
事
で
は
、
前
年
度
事
業
報
告
、

平
成
28
・
29
年
度
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
眞
岩
一
夫
校
長
と
、
菊
池
平
土
木
科

長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
世
代
を
超
え
て
、
出
席
者
一
同
が
親
睦
を
深

め
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
母
校
の
益
々
の
発
展

と
土
木
科
の
さ
ら
な
る
飛
躍
、
出
席
者
の
健
勝
と
活

躍
を
祈
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

創
設
93
年
目
の
土
木
科
が
、
百
周
年
に
向
け
て
新

た
な
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
逞
し
く
歩
み
続
け
る
こ
と

と
、
総
会
に
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
出
席
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
祈
念
し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

 

会
長　

吉
田
昭
夫
（
二
七
年
卒
）

支
援
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
Ｅ
友
会
の
活
動
を
卒
業
生
の
皆
様
方
と
連

携
し
情
報
が
伝
達
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
総
会
は
９
月
９
日
（
土
）
サ
ン
セ
ー
ル
盛

岡
で
開
催
さ
れ
、
役
員
の
増
員
、
参
加
者
を
い
か
に

増
や
す
か
多
く
の
具
体
的
な
ご
意
見
が
出
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
方
針
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
同
窓
会
の
各
科
の
会
長
様
を
含
め
総
勢

39
名
の
参
加
で
し
た
。

　

今
年
度
の
人
事
異
動
で
阿
部
徹
学
校
長
、
科
長
の

佐
藤
友
和
先
生
が
ご
出
席
さ
れ
、
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
恩
師
太
田
圭
一
先
生
、
宍
戸
豊
治
先

生
お
二
人
と
も
大
変
ご
健
在
で
同
窓
生
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
若
い
同
窓
生
を
中
心
に
各
テ
ー
ブ
ル
を
越

え
て
情
報
交
換
が
活
発
に
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
テ
ー
ブ
ル
毎
の
記
念
撮
影
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
競
技
会
の
報
告
、田
頭
（
14
回
生
）

さ
ん
に
よ
る
尺
八
の
演
奏
、
最
後
は
安
部
会
長
の
校

歌
、
エ
ー
ル
で
成
功
裏
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
予
定
時
間
が
過
ぎ
て
も
情
報
交
換
が
続
い
て
い

ま
し
た
。

　

総
会
は
毎
年
９
月
第
２

土
曜
日
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く

の
同
窓
生
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

会
長　

安
部　

司

 

（
三
七
年
卒
）

 

事
務
局　

鎌
田
充
彦
（
建
築
科
Ｈ
11
年
卒
）

　

花
巻
支
部
の
総
会
は
、平
成
28
年
11
月
25
日
（
金
）

市
内
の
ホ
テ
ル
花
城
に
お
い
て
、
金
谷
栄
治
同
窓
会

副
会
長
様
を
お
迎
え
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
調
査
で
、
宮
城
県
内
在
住
の
盛
工
卒
業

生
は
約
4
5
0
名
と
判
明
し
、
内
連
絡
の
取
れ
そ
う

な
方
は
約
1
2
0
名
。
そ
の
方
々
を
い
か
に
多
く
行

事
に
参
加
し
て
頂
く
か
と
い
う
事
で
紅
稜
会
（
役
員

会
）
を
２
〜
３
回
行
い
、
他
に
６
月
は
「
県
民
の
森

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、
九
月
に
は
「
ゴ
ル
フ
」
と
イ
ベ
ン

ト
を
組
む
も
今
一
つ
の
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
中
で
、今
年
度
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
宮

城
の
集
い
」
を
中
村
幹
事
（
機
械
37
年
卒
）
の
発
案

で
、お
城
を
テ
ー
マ
に
今
年
10
月
14
日（
土
）
に
開
催
。

20
名
の
参
加
が
あ
り
、
ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
よ
る
約
一
時
間
の
仙
台
城
（
青
葉
城
）
史
跡
の
見

学
。
そ
の
ま
ま
青
葉
城
本
丸
会
館
の
一
室
に
移
動
し

東
北
工
業
大
学
の
小
山
教
授
に
よ
る
タ
イ
ト
ル
「
盛

岡
城
お
城
で
ご
ざ
る
!!
」
で
お
城
の
成
り
立
ち
等
を

図
解
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
そ
れ
が
現

　

今
年
で
14
回
目
と
な
る
当
支
部
の
総
会
を
、
７
月

28
日
（
金
）
に
鶯
宿
温
泉
「
寿
広
園
」
で
、
母
校
か

ら
阿
部
校
長
、
吉
田
同
窓
会
長
、
鷹
羽
同
窓
会
副
会

長
を
御
迎
え
し
て
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
度
決
算
の
承
認
・
今
年
度
予
算

案
の
承
認
・
役
員
の
改
選
等
、
滞
り
な
く
進
み
、
懇

親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
阿
部
校
長
よ
り
在
校
生
の
活
躍
に

つ
い
て
、
来
賓
の
方
々
よ
り
同
窓
会
の
活
動
報
告
が

あ
り
、
改
め
て
卒
業
生
と
し
て
母
校
を
応
援
す
る
気

持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
規
入
会
者
の
紹
介
及
び
挨
拶
が
あ

り
、
新
卒
者
は
初
々
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
て

い
る
者
は
同
部
の
先
輩
会
員
よ
り
質
問
攻
め
に
遭
う

な
ど
、
和
や
か
に
進
み
ま
し
た
。
普
段
、
部
署
が
違

い
、
会
員
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
少
な
い
の

で
、
話
が
弾
み
あ
っ
と
い
う
間
の
懇
親
会
で
し
た
。

　

現
在
、
同
支
部
は
39
名
の
会
員
が
所
属
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
会
員
を
増
や
し
、
総
会
以
外
の
企
画

を
開
催
し
て
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
、
母
校
発

展
の
た
め
微
力
な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

会
長　

菅
原
廣
耕
（
工
化
四
六
年
卒
）

　

今
年
度
Ｅ
友
会
総
会
は
15
回
を
数
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
卒
業
生
の
皆
様
方
、
盛
工
同
窓
会
の
ご

花
巻
支
部

寿
広
支
部

仙
台
支
部

東
京
支
部

盛
岡
市
役
所
支
部

成
卒
業
生
、
坂
本
友
則
さ
ん
（
平
成
２
年
卒
）
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
で
、
参
加
者
が
増
え
て

く
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
回
総
会
の
詳
細
は
、
盛
工
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
毎
年
８
月
開
催
）

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
次
回
総
会
】

日
時　

来
年
８
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら

 

会　

長　

金
谷
栄
治
（
二
八
年
卒
）

在
の
家
の
居
住
空
間
に
生
か
さ
れ
て
い
る
事
に
只
々

納
得
す
る
。
そ
し
て
懇
親
会
に
入
り
、新
堀
顧
問
（
土

木
21
年
卒
）
の
乾
杯
で
和
気
あ
い
あ
い
と
酒
宴
を
楽

し
み
、
最
後
に
校
歌
、
応
援
歌
第
１
〜
第
６
ま
で
や

り
応
援
団
節
で
締
め
る
も
、
そ
の
歌
声
は
青
春
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。

　

来
年
は
役
員
一
同
、
更
に
新
企
画
を
考
え
て
参
加

拡
大
策
を
図
っ
て
行
く
事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
誓
い

合
い
無
事
終
了
と
な
る
。

 

支
部
長　

藤
澤
達
郎
（
電
力
三
八
年
卒
）

　

特
に
も
川
村
体
育
後
援
会
理
事
長
か
ら
頂
い
た
部

活
の
近
況
報
告
で
は
、
長
野
冬
季
国
体
に
お
け
る
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
少
年
女
子
５
０
０
ｍ
で
熊
谷
萌
さ

ん
の
優
勝
、
ま
た
、
同
少
年
男
子
５
０
０
ｍ
で
米
田

恵
隆
さ
ん
を
は
じ
め
、
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
欄
ト
ッ
プ
を

飾
る
活
躍
に
、
支
部
会
員
一
同
、
感
謝
と
感
激
を
感

じ
、
言
い
知
れ
ぬ
高
揚
感
に
包
ま
れ
た
至
極
の
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
支
部
と
し
て
微

力
な
が
ら
強
化
指
定
競
技
５
種
目
に
対
し
平
成
28
年

度
ま
で
の
３
年
間
に
わ
た
り
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
輝
か
し
い
成
果
の
一
助
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
自
己
満
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
と
し
て
、
今
後
益
々
の
盛
工
の
活
躍
を
御
祈

念
申
し
上
げ
、
支
部
活
動
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

 

支
部
長　

佐
々
木
光
彦
（
建
築
五
三
年
卒
）

　

今
年
は
例
年
と
は
ち
ょ
っ
と
趣
向
を
変
え
て
、
50

回
の
記
念
講
演
「
盛
岡
の
お
城
に
つ
い
て
」
を
桜
山

神
社
の
坂
本
広
行
宮
司
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
盛
岡
の
お
城
は
廃
藩
置
県
の
際

に
と
払
い
下
げ
と
成
り
、
盛
岡
城
と
し
て
は
天
守
閣

ど
こ
ろ
か
塀
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
昨
年
の
暮
れ
市
民

に
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
盛
岡
城
天
守
閣
が
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
が
、
坂
本
宮
司
の
本
物

の
お
城
が
ほ
し
い
と
い
う
お
話
は
も
っ
と
も
な
こ
と

と
思
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
は
前
日
の
卒
業
式
の
大
役
を
終
え
た
母

校
の
眞
岩
校
長
先
生
、
副
校
長
、
建
築
・
デ
ザ
イ
ン

科
の
先
生
方
に
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
例
年
通
り
吉
田
同
窓
会
長
、
白
根
体
育
後
援

会
長
、
各
科
の
同
窓
会
の
会
長
さ
ん
た
ち
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
会
の
中
で
は
今
年
も
懐
か
し
い
応
援
歌
や
科

歌
の
合
唱
も
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
会
は
親
睦
を
目
的
と
し
た
飾
ら
な
い
会
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
次
回
開
催
】

日
時　

平
成
30
年
３
月
２
日（
金
）午
後
６
時
00
分
か
ら

会
場　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ

事
務
局
連
絡
先

（
0
1
9
‐
6
4
7
‐
1
6
5
1　

和
見
設
計
舎
内
）

 

中
村
孝
幸

 
会
長　

鷹
羽
金
司
（
四
七
年
卒
）

　

前
年
度
決
算
並
び
に
本
年
度
事
業
計
画
等
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
金
谷
同
窓
会
副
会
長
様
か
ら
本

年
度
の
部
活
動
の
活
躍
や
10
月
に
行
わ
れ
た
盛
工

祭
、
再
来
年
の
創
立
百
二
十
周
年
に
向
け
て
準
備
な

ど
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
母
校
の
目
覚
ま
し
い
活
動

の
成
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
恒
例
の
近
況
報
告
に
お
き
ま
し
て
、

実
は
愛
好
家
が
多
い
ゴ
ル
フ
の
話
題
で
持
ち
き
り
に

な
り
、
最
後
の
校
歌
斉
唱
ま
で
、
大
変
な
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
支
部
総
会
の

参
加
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
普
段
話
す
こ

と
が
で
き
な
い
先
輩
、
後
輩
と
の
交
流
を
広
げ
る
た

め
、
来
年
度
は
計
画
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

盛
工
の
今
後
益
々
の
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

 

支
部
長　

鎌
田
慎
一
（
建
築
四
三
年
卒
）
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平
成
29
年
度
盛
工
同
窓
会
事
務
局

事
務
局
長　
　
　
　
　

佐
々
木
大
祐

事
務
局
次
長　
　
　
　

新
里　

善
徳

体
育
後
援
会
理
事
長　

角　
　

清
一

事
務
局

小
野
寺　

稔　

中
井　

忠
則　

浅
沼　

孝
夫

藤
澤　

秀
明　

佐
々
木
和
広　

小
原　

義
巧

中
嶋　

将
太　

吉
田　

大
地　

丹
野　

天
士

稲
生　

太
貴　

舘
澤　

文
枝

事
務
局
よ
り  

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
ご
協
力

を
頂
き
、
お
陰
様
で
今
年
度
も
つ
つ
が
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務
局
一
同
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
度
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
、

卒
業
生
も
2
6
，0
0
0
名
を
超
え
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
に
向
け
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓

会
で
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
百
二
十
周
年

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
の
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
在
校
生

か
ら
募
り
、
そ
れ
ぞ
れ
工
業
高
校
の
特
色
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
た
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
他
に
、
記
念
誌
や
招
待
試
合
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
も
、
10
月
６
日
（
土
）
盛
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
る
、
祝
賀
会
に
は

多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
高
校
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
盛
大
な
祝
宴
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
百
二
十
周
年
に
伴
い
同
窓
会
名
簿
の

更
新
を
10
年
ぶ
り
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
封
の
事
前
調
査
用
紙
の
確
認
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
情
報
は
厳
重

に
管
理
致
し
ま
す
。
記
念
行
事
等
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
同
窓
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

最
後
に
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
各
方
面
で

ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
同
窓
会

報
が
皆
様
の
思
い
出
を
掘
り
起
こ
す
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
嬉
し
い
こ
と
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
。

 

事
務
局
長　

佐
々
木
大
祐

平成29年11月より、ホームページ・メールアドレスが新しくなりました。
【盛工同窓会ホームページURL】http://www.moriko-d.com/　【Mail】info@moriko-d.com

 

総
務
部　

土
澤　

典
雄

　

盛
工
は
来
年
、
平
成
三
十
年
度
に
創
立
百
二
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
事
業
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
校
内
外
関
係
者
で
協
議
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。
協
議
さ
れ
た
事
業
を
検
討
し
、

事
業
実
施
計
画
案
が
作
成
さ
れ
、そ
の
計
画
案
は
、

五
月
三
十
日
に
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
第
一

回
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
趣
意
書
の
と
お
り
同
窓

会
会
員
の
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
下
、
事
業
計
画

の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

１　

事
業
の
目
的

　

 

盛
岡
工
業
高
等
学
校
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２　

実
行
委
員
会
組
織
構
成

　

会　
　
　

長　

吉
田　

昭
夫（
同
窓
会
長
）

　

副　

会　

長　

白
根　

敬
介（
体
育
後
援
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

山
崎　
　

元（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

阿
部　
　

徹（
学
校
長
）

　

実
行
委
員
長　

山
口　

正
行（
副
校
長
）

　

実
行
副
委
員
長　

佐
々
木
直
美（
副
校
長
）

　
　
　
　
　
　
　

深
田　

耕
治（
副
校
長（
定
））

　
　
　
　
　
　
　

堀
井　

祐
輔（
事
務
長
）

　

監　
　
　

事　

小
山
田
正
敏（
同
窓
会
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

浦
田
奈
美
江（
Ｐ
Ｔ
Ａ
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

玉
山　
　

明（
学
校
監
事
）

　

財
務
委
員
会　

金
谷　

栄
治（
同
窓
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

小
泉
奈
津
美（
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

政
江（
Ｐ
Ｔ
Ａ
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

石
井　

栄
治（
進
路
指
導
部
長
）

　

環
境
整
備
委
員
会　

川
村　

博
昭（
同
窓
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

鷺　
　

孝
雄（
同
窓
会
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

訓（
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

浦
田
奈
美
江（
Ｐ
Ｔ
Ａ
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺　

訓（
教
務
部
長
）

　

記
念
誌
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

浅
沼　

信
一（
同
窓
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

小
山
田
正
敏（
同
窓
会
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
澤　

正
博（
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

大
平　

知
生（
Ｐ
Ｔ
Ａ
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

荒
屋
敷
由
美（
図
書
部
長
）

　

記
念
行
事
委
員
会　

鷹
羽　

金
司（
同
窓
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

滝
浦　

輝
雄（
同
窓
会
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
恵
美
子（
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

一
美（
Ｐ
Ｔ
Ａ
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

俊
博（
生
徒
指
導
部
長
）

　

事
務
局
長　

新
里　

善
徳（
総
務
部
） 

　

事
務
局
総
務　

土
澤　

典
雄（
総
務
部
長（
全
））

　
　
　
　
　
　
　

前
田　

康
雄（
総
務
部
長（
定
））

　
　
　
　
　
　
　

帷
子　

有
子（
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
大
祐（
同
窓
会
事
務
局
長
）

３　

事
業
内
容

　

⑴
教
育
環
境
整
備
事
業

　
　

①
除
雪
機
（
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
）
購
入

　
　

②
学
校
案
内
看
板
（
13
号
線
沿
い
） 

　
　

③
部
活
動
成
績
横
断
プ
レ
ー
ト

　
　

④ 

北
側
入
口
門
（
上
田
校
舎
か
ら
移
築
の
ブ

ロ
ン
ズ
プ
レ
ー
ト
）

　
　

⑤
校
長
室
前
廊
下
の
優
勝
旗
ケ
ー
ス

 

⑵
記
念
式
典
、
祝
賀
会

　
　

①
式
典

　
　
　

期　

日　

平
成
30
年
10
月
６
日
（
土
）

　
　
　

時　

間　

10
時
〜
11
時

　
　
　

会　

場　

本
校
第
一
体
育
館

　
　

②
講
演
会

　
　
　

日　

時　

式
典
終
了
後
11
時
20
分
〜

　
　
　

講　

師　

未
定

　
　

③
祝
賀
会

　
　
　

日　

時　

式
典
当
日　

17
時
〜
20
時

　
　
　

場　

所　

盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

⑶
記
念
誌
編
集
事
業

　
　

① 

百
十
一
周
年
〜
百
二
十
周
年
ま
で
の
記
録

を
主
体
し
、
２
０
１
６
岩
手
国
体
で
の
活

躍
を
特
集
す
る
。

　
　

②
テ
レ
ビ
記
念
番
組
の
D
V
D
を
同
封
す
る
。

　
　

③
発
行
日
は
31
年
２
月
末
日
と
す
る
。

 

⑷
記
念
行
事
開
催
事
業

　
　

①
招
待
試
合
（
案
）

　
　

・
ス
ケ
ー
ト
部　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
競
技

　
　
　

場　

所　

県
営
ス
ケ
ー
ト
場

　
　
　

平
成
29
年
11
月
25
日
（
土
）･

26
日
（
日
）

　
　

・
野
球
部　

奈
良
智
弁
学
園

　
　
　

６
月
16
日
（
土
）

　
　

・
ラ
グ
ビ
ー
部　

東
海
大
福
岡

　
　
　

６
月
23
日
（
土
）
又
は
７
月
７
日
（
土
）

　
　

 

（
野
球
・
ラ
グ
ビ
ー
の
会
場
に
つ
い
て
は
未
定
）

　
　

②
盛
工
祭
（
案
）

　
　
　

10
月
20
日
（
土
）･

21
日
（
日
）

　
　

③
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
「
轟
け
大
空
に
！　

繋
げ
未
来
へ
！

 

築
け
新
た
な
伝
統
を
！
」　

　
　

 

最
優
秀
賞　

電
気
科
１
年　

熊
谷　

鳳
矢

　
　

④
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

４　

事
業
予
算
概
要

　

⑴
収
入　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
０
万
円

 

⑵
支
出

　
　

・
環
境
整
備
費　
　
　

１
０
０
０
万
円

　
　

・
記
念
誌
編
集
費　
　
　

８
０
０
万
円

　
　

・
記
念
行
事
費　
　
　

１
０
０
０
万
円

　
　

・
事
務
費　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　
　

・
予
備
費　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

定規･コンパス･スパナ･ドラ
イバーで盛工の『M』を表現
原案制作

建築･デザイン科
１年　吉田明日香

〈
創
立
百
二
十
周
年

 

記
念
事
業
に
つ
い
て
〉




